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分科会資料

キリンビール労働組合での
WLB実現に向けた取り組み

１．単組運動方針の重点課題として
２．取り組み事例
その１：長時間労働の課題解決
その２：仕事と育児・介護の両立に向けた

環境づくり
その３：広報活動・風土醸成

３．今後の課題
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単組運動方針の重点課題として単組運動方針の重点課題として

20052005～～20062006年度年度キリンビール労組運動方針キリンビール労組運動方針
＜＜33つの重点課題＞つの重点課題＞
●ワーク・ライフ・バランスの実現●ワーク・ライフ・バランスの実現
●コミュニケーションの充実●コミュニケーションの充実

●人事制度への取り組み●人事制度への取り組み

充実したワークとライフの充実したワークとライフの
実現に向けて実現に向けて

生涯生活の安定に向けて生涯生活の安定に向けて

経営のパートナーとして経営のパートナーとして
「私たちの組合」をより「私たちの組合」をより
実感する組織の実現実感する組織の実現

に向けてに向けて

活動方針活動方針
社会の一員として社会の一員として

＊上部団体のフード連合でも、結成当初＊上部団体のフード連合でも、結成当初(4(4年前年前))から、から、WLBWLBを方針として掲げていた。を方針として掲げていた。
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ワーク･ライフ･バランスの実現

・長時間労働の課題解決
・仕事と育児・介護の両立に向けた環境づくり

やりがいのある仕事と充実した私生活の
実現にむけて
組合は、組合員一人ひとりの「このように生き
たい」、「このように働きたい」を実現できるよう
な環境を諸制度の整備と風土づくりの観点から
支援し、活力あふれる組織を築いていきます。
現状における課題としては、一日の生活時間で
考えれば、長時間労働の問題があります。長時
間労働の問題を解決することで、家庭や自己啓
発に充てる時間を増やすことができると考えます。
生涯生活で考えれば、仕事と育児・介護の両立
が実現できる環境づくりが必要です。これらを実
現することで、組合員のライフプランにおける選
択肢の幅を拡げ、組合員一人ひとりのワーク・ラ
イフ・バランスを実現していきます。

やりがいのある仕事と充実した私生活の
実現にむけて
組合は、組合員一人ひとりの「このように生き
たい」、「このように働きたい」を実現できるよう
な環境を諸制度の整備と風土づくりの観点から
支援し、活力あふれる組織を築いていきます。
現状における課題としては、一日の生活時間で
考えれば、長時間労働の問題があります。長時
間労働の問題を解決することで、家庭や自己啓
発に充てる時間を増やすことができると考えます。
生涯生活で考えれば、仕事と育児・介護の両立
が実現できる環境づくりが必要です。これらを実
現することで、組合員のライフプランにおける選
択肢の幅を拡げ、組合員一人ひとりのワーク・ラ
イフ・バランスを実現していきます。

ワーク・ライフ・バランスとは
私たちの生活は、会社とは仕事を通じてつな
がっていますが、仕事を離れて家庭に帰れば家
族や地域社会などともつながっています。仕事・
家庭・地域社会など、それぞれのつながりは、個
人の価値観により優先度の違いはありますが、
生涯にわたってそれぞれの側面をバランスよく
満たすことで生活のハリができるのではないで
しょうか。
ワーク・ライフ・バランスは、やりがいある仕事
と充実した私生活のバランスを取ることで、個
人の能力を最大限発揮できるという考え方に基
づいているもので、従業員が生きがい・働きがい
を実現することで、会社の生産性の向上や組織
力の強化にもつながるという考え方です。

ワーク・ライフ・バランスとは
私たちの生活は、会社とは仕事を通じてつな
がっていますが、仕事を離れて家庭に帰れば家
族や地域社会などともつながっています。仕事・
家庭・地域社会など、それぞれのつながりは、個
人の価値観により優先度の違いはありますが、
生涯にわたってそれぞれの側面をバランスよく
満たすことで生活のハリができるのではないで
しょうか。
ワーク・ライフ・バランスは、やりがいある仕事
と充実した私生活のバランスを取ることで、個
人の能力を最大限発揮できるという考え方に基
づいているもので、従業員が生きがい・働きがい
を実現することで、会社の生産性の向上や組織
力の強化にもつながるという考え方です。

単組運動方針の重点課題として単組運動方針の重点課題として
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事例その事例その11：長時間労働の課題解決：長時間労働の課題解決

ワーク･ライフ･バランスの実現

1．総実労働時間短縮に向けた取り組み
①適正な労働時間管理の推進
酒類営業部門の取り組み（次ページ）
工場部門での取り組み

②代休および年次有給休暇の完全取得への取り組み
③職場風土の改革に取り組み

2．心身のリフレッシュに向けた取り組み
3．意識啓発

Work・Life・Balance（＝WLB）の理解促進の取り組み
の一環として、WLB通信を発行

○長時間労働の課題解決
・仕事と育児・介護の両立に向けた環境づくり
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事例その事例その11：長時間労働の課題解決：長時間労働の課題解決

酒類営業部門酒類営業部門 総労働時間管理総労働時間管理 キャンペーンロゴキャンペーンロゴ

組合の本年度の到達目標である、『４５分/
１日』改善のシンボルマークを作成しました。
組合員への意識啓発のためのツールとして、
組合員との直接的な接点でご活用下さい。

組合の本年度の到達目標である、『４５分/
１日』改善のシンボルマークを作成しました。
組合員への意識啓発のためのツールとして、
組合員との直接的な接点でご活用下さい。

『４５分/１日』の根拠
所定労働時間超えが“平均45～50時間/月”
との認識から、約15時間改善して30時間を
目指すことから逆算して算出。

『４５分/１日』の根拠
所定労働時間超えが“平均45～50時間/月”
との認識から、約15時間改善して30時間を
目指すことから逆算して算出。

組合員がそれぞれ４５分の改善を意識する中で、一人ひとりのワー組合員がそれぞれ４５分の改善を意識する中で、一人ひとりのワー
ク・ライフ・バランスに対する意識を高め、主体性を持って業務改善にク・ライフ・バランスに対する意識を高め、主体性を持って業務改善に
参画して、職場全体の働き方の改善を実現し、充実した生活を送るこ参画して、職場全体の働き方の改善を実現し、充実した生活を送るこ
とができる環境作りを目指します。とができる環境作りを目指します。
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事例その２：仕事と育児・介護の両立事例その２：仕事と育児・介護の両立

ワーク･ライフ･バランスの実現

男女を問わない仕事と育児・介護の両立
を目指し、現行制度の見直しや職場風土
の改善に取り組みます。

◆労使委員会の設立
「仕事と家庭生活の両立支援に関する
労使委員会」を設置。広く『ワーク・ライ
フ・バランス』について労使で考える場
とし、まずは、次世代育成支援対策推
進法、改正育児介護休業法への対応
に絞って、議論することを確認。

◆次世代法行動計画策定にあたり、
行動計画策定指針（厚生労働省）で
挙げられている項目とそれらに対する
キリンビール社としての対応策を整理。
次世代法行動計画の前提となる『基
本考え』をまとめたうえで、「行動計画
労使委員会案」を作成。

・長時間労働の課題解決
○仕事と育児・介護の両立に向けた環境づくり
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事例その２・３：仕事と育児・介護、広報事例その２・３：仕事と育児・介護、広報

◆行動計画に則り、労使委員会で対
応策について論議を重ね、育児支援
の改定を行った。（別紙２）

◆労組・会社トップ
からの発信

◆行動計画の策定
（別紙１）
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今後の課題今後の課題

◆制度運用・風土醸成

◆介護への対応

◆ポジティブ・アクションへの対応

◆広報の充実


